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区制60 周年記念 イべント 物語
『まつり・あだち60 』

いま、あだちの夢と
きらめ< 未来

ぼ く 、 皆さ んに
夢 と未来を 運 ぶ マス

コ ツ ト

です 。 イべ
ン ト

のお知ら せや P
R は 、 ぼ く にまかせてね 。 イべ ン

卜 の
ポ ス タ ー やパ ン フレ ツト

で 、 皆さ んに
お会 い

し ます 。 ど うぞよ ろしく 。

足
立
区
に
区
制
が
敷
か
れ
て
か
ら
、今
年
で
6
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
を
お
祝
い
し
て
、夏
か
ら
秋

に
か
け
て
区
内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。記
念
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す
る
た
め
、区
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0
実
行
委
員
会
」(
田
ロ
ー
蔵
会
長
)
が
4
月
2
0
日
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。新
基
本
構
想
に
掲
げ
た
将
来
像
「と
き
め
き
ゆ
と
り
水
辺
の
ま
ち
足
立
」へ
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
の
こ
の
〝ま
つ
り
〟―
出
会
う
笑
顔
と
素
顔
で
、
6
0
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

第
1
幕
　
7
月
1
9
日

「
水
辺
の
出
合
い
」

葛
西
用
水
親
水
水
路

全
線
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

総
延
長
3
.
5㎞
に
お
よ
ぶ
葛
西

用
水
親
水
水
路
が
全
線
完
成

し

、「2
1
世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」

も
完
成
し
ま
す
。こ
れ
を
祝
っ

て
、水
路
周
辺
で
パ
レ
ー
ド
や

様
々
な
催
し
を
行
い
李
T
。

第2 幕　7月23日

「おもいでの夏」
足立の花火大会
60周年を記念し て、10, 000発の花火

が夜空を飾ります。 例年よりもずっと
思い出に残る夏になることでしょう。

第
3
幕
　
1
0
月
1
日

区
民
の
日

「
感
謝
の
つ
ど
い
」

区
民
特
別
顕
彰
表
彰
式
お
よ

び
友
好
自
治
体
提
携
調
印
式
。

区
政
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

方
々
を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
友
好
自
治
体
と
の
調
印

を
行
い
ま
す
。

5
0周
年
の
と
き
に
友
好
自
治

体
と
な
っ
た
、
新
潟
県
小
出
町

・
長
野
県
山
ノ
内
町
を
招
い
て

提
携
1
0周
年
を
祝
い
ま
す
。
ま

た
、
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
使

節
団
を
迎
え
ま
す
。

第4 幕　1O月10・11日

「ときめき」
「風を感じて」

3
つ
の
拠
点
で
同
時
開
催
、

多
種
多
彩
な
催
し
で
「
ま
つ
り

・
あ
だ
ち
6
0」を
盛
り
上
げ
ま

す
。各
会
場
の
催
し
物
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

▽
竹
の
塚
会
場

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

元
溯
江
公
園
、
竹
の
塚
セ
ン
タ
1

、教
育
セ
ン
タ
ー
、
6
号
公
園

な
ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・

文
化
フ
ェ
ア
や
、郷
土
芸
能
、音

楽
祭
、物
産
展
、子
y
右
フ
ェ
ア

な
ど
萎
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
千
住
会
場

荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場
、
北

千
住
駅
ビ
ル
お
よ
び
駅
前
で
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
凧
あ
げ
大

会
、足
立
6
0景
展
、歩
け
歩
け
大

会
な
ど
苳
‘予
定
し
て
い
李
歹
。

▽
鹿
浜
会
場

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
、
押
部
公
園

で
、
地
元
の
お
ま
つ
り
ζ
と
も

に
、
地
球
環
糲
展
や
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
、
住
区
セ
ン
タ
ー
ま

つ
n
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
5
幕
　
1
1
月
2
2
～
2
9
日

「
未
来
へ
の
飛
翔
」

国
際
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
国
際
野
外
彫
刻
展

東
綾
瀬
公
園
・
東
綾
瀬
中
学

校
で
、
海
外
の
方
奮
{一い
て
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
と
、
外
国
人
を
含
む
招
待
作

冢
に
よ
る
国
際
野
外
彫
刻
展
を

閧
膏
汞
す
。

東
綾
瀬
公
園
が
未
来
に
一
番

近
い
入
口
に
な
り
零
歹
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)・
C
I

情
報
政
策
室

3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

葛西 用水
親

水 水路
の 周

辺 で 、

パ レ
ー ドや 催

し 物を
行い ます

1

万
発
の
花
火
が

夜
空

を
彩
り

ま
す

オ
ー ス

ト ラ リ アの 使節団

今年 は
「

ま
つ り

・ あ
だ ち60

」 と

し て 開 催
! 3

カ 所の 会場
で 数々 の

イ べ ン
ト が皆さ

んを お 待ちし
て

い ます

国
際野
外
彫
刻
展

釣
り
と
潮
干
狩
り
情
報
が

新
し
く
仲
間
入
り

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

会
員
募
集
中

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン

を
利
用
し
、
区
政
の
情
報

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

趣
味
活
動
な
ど
、
多
彩
な

情
!

嘉
辰
中
の
「
あ
い

ネ
ッ
ト
2
1」。

保
養
所
な
ど
の
9
菩
予

約
シ
ス
テ
ム
に
加
え
釣
り

と
潮
干
狩
り
情
報
が
「
あ

い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
経
費
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　

電

話
申
込

(
申
し
込
み
用
紙
を
お

送
ひ
し
毒
歹
)

端
末
機
の
設
置
等
　
1
4
り

テ
レ
ビ
と
同
じ
大
瘴
き

の
端
末
機
を
設
置
。
既

設
の
電
話
ジ
ャ
ッ
ク
と

結
び
ま
す
(

既
存
の
電

話
も
使
え
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

本
庁

舎
(
千
住
)
・
広
報
課
あ

い
ネ

ッ
ト

担
当

　

(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

葺
立
ち

都
市
は
生
き
も
9

鈑
わ

れ
て
い
李
T
。
骨
格
に
あ
た

亟
鰻
弔
交
通
網
が
整
蠏
さ

れ
て
も
、
経
済
活
動
と
い
う

血
液
が
う
ま
く
流
れ
な
い

と
、
都
市
は
衰
退
し
て
し
ま

い
李
"
。
そ
の
た
め
、
私
は

地
城
経
済
の
振
興
を
区
の
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
発
足
し
た
「
㈱

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
」は
そ
の
大
忝
な
柱
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
店
街
駐

車
場
の
運
営
、
イ
ベ
ン
ト
の

受
託
、
地
場
産
品
の
開
発
な

ど
、
行
政
で
は
で
忝
な
い
よ

う
な
地
域
活
性
化
の
た
め
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
奪
歹
。

足
立
は
江
戸
時
代
か
ら
宿
場

や
市
場
が
あ
っ
て
商
業
活
動

の
盛
ん
な
と
こ
ろ
。
商
店
街

が
単
な
る
買
い
物
の
場
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
「
暮
ら
し

の
広
場
」
と
し
て
重
要
性
を

増
し
て
い
く
'」と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
人
生
8
0

年
時
代
の
だ
れ
も
が
生
き

生
忝
と
暮
ら
す
ま
ち
に
つ
な

が
る
と
信
ず
る
か
ら
で
歹
。

先
日
、
区
制
モ
ニ
タ
ー
の

方
か
ら
、勤
め
先
の
区
と
比

較
レ
な
が
ら
発
言
じ
た
い
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。。水

と
緑
が
豊
か
で
、住
む
な
ら

足
立
〟
に
加
え
、
。出
か
け
る

な
ら
足
立
〟
と
言
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
ひ
ま
す
。

区
長
　古
性
直
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暮らしの情報について調査 第
2
0
回

「
足
立
区

政
に
関
す
る
世

論
調
査
」
闥
で
は

、

個
人
生
活
で
の
領
域
・
地
域
で
の
領
城
・
区
政
へ
の
謇
望

・
情
報
機
器
の
周
知
度
・
情
報
化
の
影
一

・
個
人
筒
報
の

保
護
と
い
づ
た
項
目
で

、「
暮
ら
し
の
情
報
」
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た

。
今
回
は

前
回
に
引
き
続
き

、
パ
ー
ト
2

と
し
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
2

情
報
化
社
会
に

プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ

。
情
報
化
社
会
"
と
い
う
言

葉
の
・
認
知
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
。
[

内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
る

と
い
う
人
は
3

人
に
人

、「
闃

い
た
こ
と

が
あ
る
程
度
」
は
6

割
強
で

、両
者
竟

お

せ
た
遥

知
層

‘
は
9

割
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
化
社
会
と
い
う

言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、「
い
ろ
い
う

な
情
報
か
入

恥
で
き
る
恚
つ
に
な
る
」
が
5
1
%

で
L

位
、
次
い
で
「
匣
の
中

の
動
き
が
よ

く
わ
か
ま

っ
に

な
る
」
f
气

「
哢
報
の
正
確
性

に
つ
い
て
の

判
断
が
困
難
に
な

る

」
3
7气

「
知
識
か
豊
富
に
な

る

」
3
2
%
な
ど
の
順
で
。
ブ
ラ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
、
上
位
6

項
目

中
4

項
目
を

占
め
て
い
ま

す
(

図
1
)

。

図1 情報化社会という言葉に対するイメージ
( 複数回答)

関
心
の
あ
る
情
報
と
収
集
手
段

現
在
、闃
心
の
あ
る
情
報
は

、

「
健
康
や
医
療
に
闃
す
る
情
報
」
6
2
%

か
最
も
多
く
、次
い
で
「
貿

い
物
や
商
品
に
関
す
る
崎
報
」
5
7

气

「
趣
味
や
余
暇
、レ

ジ
ャ

ー
に
関
す
る
情
賀
J
5
4
%

と
、

日
常
生
活
に
身
近
な
情
報
が
多

く
ぁ
げ
ら
れ
て
い
ホ

す

ま
た

今
後

生
活
岑
よ

り

か
に
す
る
た
め
の
膊
報
も
、

上
位
3

項
は

瑣

在
関
心
の
あ

る
情
報
と
同
じ
で

、
身
近
な
冊

報
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

憐
報
の
収
集
手
段
は
、
『
テ
レ

ビ
J
s
6
%
と
「
新
聞
一
8
5
%
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
あ
げ
る
人
が

大
多
数
で
す
。
ま
た
、
今
後
、

生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め

の
嘴
報
の
収
災
示
唆
も
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
最
も
多
く
、
以
下

「
足
立
区
の
広
報
紙
J
5
1
气

「
友
人
・
知
人
一
3
8
%
、
コ
フ
ジ

オ

」
3
6
%
と
な

っ
て
い
ま

す
(

図
2
)

。

図2 情 報 の 収 集 手 段( 複数回答)

調

査
方
法

無
作
為
抽
出
に

よ
り
、
足
立
区
在
庄
の
満

1
6歳
1
6
9
歳
の
男
女
1

千

人

を
ブ
ロ

ッ
ク
別

に
選

ぴ
、
専
門
調
査
叫
か
個
別

訪
問
留
置
法
に
よ
り
調
査

調

査
期
間

平
成
3

年
1
1
月

6
日
～
a
日

回

収
数

倒

回

収
率
8
3

・
1
%

ト
ッ
プ
は
健
康
・
医
療

区
の
情
報
提
供
に
望
む
こ
と

区
に
対
し
て

希
望
す
る
哢
報

の
提
倣
は
、「
健
康
・
医
療
に
閲

す
る
も
の
」
が
L

位
で
4
6
%
、

次
い
で
「
社
会
福
祉
・
保
険
・

年
金
・
税
金
に
関
す
る
も
の
」
4
1
%

、「
生
活
環
境
に
関
す
る
も

の

」
4
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
が
情
報
提
供
の
際
に
留
意

す
べ
き
点
は
、「
常
に
わ
か
り
や

す
く
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
」

が
S
%

で
半
数
を

超
え

て

最
も

多

く
、
次
い
で
「
区

民
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
の

向
上
を
図

る
こ
と
」
4
1
%
。

「
正

確
な
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
」
3
7
%

と

な
っ
て
い

ま
す
。

情
報
交
流
し
た
い
相
手

大
半
が
〝地
域
の
人
〟

区
民
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の

利
用
意
向
は
、
詞

用
し
た

い
一
が
4
3
%
で

、「
利
用
し
た
く

な
い
」
1
4
%
を
上
回
っ
て
い
る

も
の
の
、「
わ
か
ら
な
い
」
4
2
%

と
同

答
を
保
留
す
る

人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

惴
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
た
い
人
爾
人
)
に
、
発
信

・
受
信
し
た
い
倩
報
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
「
日
常
牛
居
に
必
要
な

衣
食
庄
等
に
関
す
る
情
報
」
が

7
8
%
、
次
が
「
趣
味
や
余
暇
、

レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す

る
呀
報
」
6
5
%
、
大
4
7

曜
れ

て
「
職
業
上
の

知
識
や
技
術
を

高
め
る
た
め
の
情
覗
」
3
6
气
　

「
社
会
福
祉
に
閲

す
る
情
報
」
3
0
%

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
だ
、
交
流
し
た
い
柑
手
は
。

「
地
域
哭
」
4
9
%
が
約
半
数

で
康
も
多
く
、
次
い
で
「
趣
味

・
け
い
こ
等
の

友
人
」
3
6
%
、

「
家
庭
・
親
族
」
割
气

「
職
場

・
仕
事
の
関
係
で

知
り
合
っ
た

人
」
3
1
%等
と
峺
い
て
い
ま
す
。

4月にオープンした北牛田耄
プチテラス

情
報
機
器
・
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
用
状
況
等

区
民
の
陦
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
周
知
度
の
高
い
も
の
は
、「
ワ

ー
プ
ロ
通
信
・

パ
ソ
コ
ン
通

皀

が
6
9
%
で
最
も
多
く
、
大

潸
疋

離
れ
て
[
C
A
T
V
3
4
%

、「
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ

ム
」
3
1

气

「
ホ
ー
ム
バ
ン
キ
ン
グ
」

1
7
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
民
が
持
っ
て
い
る
情
報
機

器
を
み
る
と
、
「
ホ
ー
ム
ビ
デ

オ
」
y
に
2
人
で
6
6
气

{
覃
啀
用
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
}
3
7
%

、「
ワ
ー
プ
ロ
」
3
0
气

「
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
」
2
4气

「
コ
ー
ド

レ
ス
ホ
ン
等
多
機
能
電
話
」
a
%

の
駟
と
な
っ
て
い
ま
す
(

図
3
)

。
今
後
購
入
し
た
い
も
の
は
。

「
衛
生
放
送
受
信
テ
レ
ビ
」
が
3

人

に
1

人

と
最
も
多

く
3
7

气

次
い
で

ヨ

ー
ド
レ
ス
ホ

ン
等
多
機
能
電
話

」
2
1气

「
ぶ

デ
オ
カ
メ
ラ
」咄
气

「
パ
ソ
コ

ン

」
1
6气

「
ワ
ー
プ
ロ
」
1
5
%

と

な
っ
て
い
ま
す

。

図3 情報機器の所有状況
( 複 数回 答)

情
報
化
社
会
に
対
す
る
意
識

地
域
の
眄
報
化
が
進
む
と
生

活
の
プ
ラ
ス
而
、
マ
イ
ナ
ス
㈲

そ
れ
ぞ
れ
に

ど
宝

冫

笛

響
か
參
(
yか
再
ね
ま
し
た

ブ
ラ
ス
ー
㈲
で
は
、
「
上
活
か
便

利
に
な
(
‘
)
5
6
%
が
f
数
以
上

で
酘
も
乙
'
く
、
以
下
「
俔
野
が

広
が
り
、
知
識
が
鬯
爪
に
な
き

巾
气
『
惴
報
の
選
択
に
嵋
か
で

夸
り
』
3
4
%
と
な
っ
て
い
串
丐
　

マ
イ
ナ
ス
面
で
は
、
、
竹
報
か

多
す
ぎ
て
振
り
口
さ
れ
る
」
茹

%
と
半
散
近
く
か
答
え
て
い
ま

す
や
や
離
れ
て
ジ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
侵
古
さ
れ
る
`
3
2
气

「
機
械
に
取
ひ
吸
さ
れ
る
人

が

喞
急

」
2
9
%の
順
と
な
っ
て

い
ま
す

区
民
の
佃
人
時
報
保
護
の
関

心
度
を
み

る
と
、

闃
心
あ
り
I

(
関
心
富

る
ふ
枩

心
関
心
が

あ
る
。
は
5
9
%
と
半
歌
を
卜
川

っ
て
い

ま
す
。疝
こ

な
し

・
あ

ま
り
関
心
か
な
い
十
関
'し
が
な

い
)
は
3
2
%
で
あ
り
。「
関
心
あ

り
・
か

而

心
な
し
」
ぷ
尺

き

く
I
M

る
祐
呎
と

な
り
ま
し

た
。今

・
同
の
?
諭
調
査
の
。
あ
ら

ま
し
‘
は

、
本
庁
舎
(
千
佳
)

と
中
火
ぶ
町
斤

‥の
情
報
公
開

課
で
無
科
配
布
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
く
わ
し
い
東
計
結
哭

を
の
せ
た
袙
告
き
は
、
情

報
・
二
間
-
課
、
区
内
各
図
古
館
で

ご
S

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

人
ッ
御

手
什
)

・
広
聴
汨
詼

魯
(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

み ん な の 健 康　
足 立 保 健 所 　3866- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本 庁 舎( 千 住) ・保 健 予 防 係 　3882- 1111 ㈹

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は

、
心
立
区
歯
科
医
師

公
の
協
力
4
心

て
、
次
の
粛
科

診
慨
を
G
つ
て
い
ま
す

。

□
障
害
児
歯
科
診
震

心
身
に
軽
・
中
嬰
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
冶
療
か
受
け
<
w
:
な

か
っ
た
障
害
児
の

方
に
、
眼
科

諺
僚
を
ほ
い
ま
す

対
象

区
内
在
住
の
1
8
歳
木
満

の
略
・
巾
麑
の

障
害
が
あ
る

方
で
、
診
療
場
所
ま
で
辿
院

叫
能
な
方
(

ご
家
枝
の
同
伴

か
必
嬰
で
里

な
お
、
咀
度
の
力
の
こ

相

談
も
お
受
け
し
ま
す

診
療
日
眄

厄
週
木

・
L

眤

H
、
午
前
9
時
～
正
午
(

祝

川
、
師
家
年
始
を
啄

く
)

診
療
鳩
所

足

立
区
歯
糾
医
剛

幺
卜
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□

在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

禝
た
き
り
で

、

般
の
陶
科

診
旅
所
に
迎
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に

、
歯
科
医
師
か
訪
問

し
て
診
刪
を
行
い
ま
す

対
象

区
内
在
庄
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の

方
で

、
在
七

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

火
I

十
曜
口

口

時
は
喞
前
に
辿
絡
し
ま
す

※
申
し
込
み
受
け
付
け
唆

私

人
の
健
岐
状
態
や
歯
の
状
鵈
な

ど
の
事
町
調
介
を
ほ
う
た
め

、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

川
黥
か
か
か
り
ま
す

;

い
ず
れ
も
I

申
込
男
法

電
謡
予
約

申
込
日
時

匈
遺
式
～
土
曜
日

の
午
町
9

時
印
分
～
m
T

、

午
後
1

時
～
3
時
3
0
分

泌

日

年
末
年
始
を
除
く
)

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
X
歯
　

卜
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
　

ー
迢
・
に
区
歯
科
医
鬯
齠
　

ワ
』唇
音
、3
8
8
2
j
8
　

8
ワ
』F
A
X
(
3
8
8
旦

講
演
会アル

コ
ー
ル

と

健

康

ア
ル
コ
ー
ル
は
什
弔
や
付
き

爬
い
、ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
畷
会
に
つ
き
も
の

で
す
。飲
ま
な
い
と
什
事
や
人

吋
き
a
い
が
し
に
く
い
状
況
か

あ
る
。万
、y
ん
な
t
J
が
あ
る

か
の

時
報
は
不
皿

し
て

い
ま

す

。汗
か
き

、
不
眠

、
し
び
れ

、

肝
臓
や
胃
の

障
容
な
ど

、
危
険

信
号
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

。

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
に
つ
い
て
7

門
医
が
お

話
し
ま
す

。

日
時
6

月
8

日
(
月
ぺ

午
唆

1
時
3
0分
～
3

時
卯
対

・講
師

巾
川

光
江
氏

汳

増
孥

乍
祠
眺
医
町

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

火
本
町
保
健
招
献
研

a
(
3
a
o
)
5
3
5
1

参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
づ
く
り

サ

ー
ク
ル

ひ

ま
わ
り

あ
な
た
は

知
つ
て
い

ま
す

か
、
体
蚕

厠
か
し
た
時
の
そ
う

快
感
を
。

さ
あ
、
一
括
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て

み
声
し
ょ
う
。

日
時
肓
月
第
又
曜
日
、
y
　

吸
1

時
叩
分
～
3

時
印
分

内
容

身
艮
・
休
咀
・
血
圧
圜

定
、
ス
ト
レ
ッ
チ

休
搨
、
継

粱
相
談

費
用

無
料

※
ス
ラ

ッ
ク
ス
、
運
動
靴
な
ど

動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く

だ
さ
い

。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

べ
保
健
所

雰
1
8
5

乃
1
1
5
1

コ ンピ ュー タ によ る

個人 情 報の
記 録 事項等 について

区
で
は

、
仕
事
を
効
率
よ

く
処
理
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め

、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
受

利
用
し
て
い
ま

す
。そ

の
嘩
、
酘
も
注
恵
し
て

い
る
こ
と
は
、
個
人
哢
報
の

保
護
に
つ
い
て
で

す
。

個
人
倩
報
保
護
の
一
環
と

し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

り
処
理
し
て
い
る

個
人
柄
匐

の
記
録
事
項
を
、
条
例
に
棊
2

呉

八
し
ま

す
。

そ
の
主
な

も
の
は
下
衣
の

と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は

、
中
央
本
町

卜
舎
・
哂
報
処
理
・課
へ
。

S
(
3
8
8

旦
5
0
2
1

主 な 記 録 事 項

住民基本台帳関係( 住所・世帯主氏名・個人氏名・生年月日・転出先・本範・竃頭者苓) ・印かん登録用の印影
住 民 税( 年税額・納入状況関係項目・各種所得顎・諸
控除額辱)

軽自助車税( 標識番号・税額・納入状況関係項目等)
圃民健康保険( 賢格取得・喪失・保険料・ 納入状況関係墺
目、給付記録等)
田 民 年 金( 賢格取得・喪失・給付配録・納入状況関係項
目等)
外国人登録( 国鶤・旅券満目・在留貝格関係項目・出生地。
本国での住所等)

老人の医療証( 賢格取得・喪失・支給記録等)
老人福祉手当支給記録
障書者の医療証( 資格取得・喪失・支給記録等)
臻害きの手当支給配録

児童手当の支給記録等
保 竒 園 児( 保育箆名・入閣年月日等)
児童・生徒の学校名・学年等
道路占用物件関係項目
生活保護の扶助関係項目・開始・廃止年月日

ひとり観医療助成支給配録
功稚圜補助金支給配録
生乗賢金貨付記録

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご

注

意

を
!

光
化
乍
ス
モ
ッ
グ
の
発

生

し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。光

に
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自

動
呎

工
場
、
ビ
ル
な
ど
か

ら
排
出

さ
れ
た
窒

素
酸
化

物
、
炭
化
水
素
な
ど
の
大
気

巾
の

汚
Q
物
質
が
、
人
附
の

輩
外
線
を
受
け
て
化
学
。反
心

膏
尽

じ

拓
上
し
求
笂

目

や
ノ
ド
を
刺
激
し
た
り
、
植

物
に
も
蓑
当
を
ひ

蚤

チ

。

庄
意
報
・
警
報
な
ど
か
出

た
と
癶
ほ

、
冊
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。そ
の
と
き
は

、

叺
の
こ
と
に
ご
注
愬
ぐ
だ
さ

Iヅ
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
こ

と
屋

外
運
動
は
や
め
て

、

室
内
に
入
っ
て
く
だ
さ
い

い
心
動
小
の
迎
転
は
で

き
る

だ
け
と

い
ぷ
つ
に

▽
目
や
ノ
ド
に
刺
激
を
思
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
既
眼
や
う

か
い
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、

吊
界
り
の
保
健
所
に
迎
絡

し
て
ぐ
た
さ
い

問
合
せ
先

木
庁
む

千
佳
)

・
環
鷹
騨

霓
3
8
8
2
7
1
1
1
　

㈹

身
体
が
不
自
由
な
方
の
た
め
に

郵
便
投
票
制
度

今
年
は
7
月
に
参
議
院
議

銅
選
挙
、
9
月
に
足
立
区
長

道
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
身
体
に
莖
度
の
障
名
か

あ
り
、
投
票
所
に
行
く
こ
と

か
困
曜
な
方

に
は
、
自
宅

で
投
票
で
き

る
「
郵
便
投

票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の

該
当
者
は
、

自
分
自
身
で

宇
が
書
け
、
次

の
障
害
が
あ
る
方
に
限
り
ま

す
。

▽
身
体
障
筈
者
盂

覃

痔

ち

、
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動

機
能
の
障
害
程
度
が
I

級
、
2

級
の
屶
。
ま
た
は
、
心
臓

・
兄

臟
・
直
腸
・
小
腸
・

ぼ
う
y
』う
・
呼
吸
器
の
障
害

程
度
が
1

級
、
3
級
の
方

柬
手
帳
を
お
持
ち
で
も
、
剣

亊
の
証
明
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
、
郵
便
役
票
証
明
書
を

発
行
す
る
ま
で
、
2
ヵ
月
ぐ

ら
い
か
か
る
こ
と
が
あ
n
ま

す
。
該
当
す
る
万
は
、
お
早

め
に
申
騎
し
ア
フ
`
だ
さ
い
。

∇

収
偶
絢
者
壬

唄
を
お
持

ち
で

、
郵
便

投
取
を
希
望

す

男

※
く
わ
y

は
、
お
間
い
台
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
選
挙
管
理
委
細
会
a
　
(
3
a
2
T
1
1
1

㈹

放置自転車禁止

民営駐輪場助成

□
駅
前
な
ど
で
の
自
転
車
の

放
置
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

区
内
の
駅
周
辺
掴
m
以

内

は
、
自
転
車
の
取
置
禁
止
区

敏
と

な
っ
て
い
嫐

罵

駅
前
の
歩
道
や
広
場
、
路

地
裏
等
に
大
屋

無
秩
序
に

放
置
さ
れ
た

自
転
車
か
、
特

に
障
害
者
や

老
人
等
の
通
行

や
、
災
害
時
の
緊
急
対
応
を

妨
げ
て
い
ゆ
チ

□
区
で
は

放
一

自
転
車
の

撤
去
濤
釛
を
行
っ
て
い
ま
す

「
放
置
自
転
車
」
と
は
、

哲

呈

が
自
転
車
を
雕
れ
て

直
ち
に
移
助
で

き
な
い
状
態

を
い
い
、
区
が
撤
去
し
て
白

転
申
移
送
所
に
運
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
自
転
卑
を
引
き
取

る

際
は
、
撤
去
費
用
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
穿
7

□

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は

駐
輪
施
般
に
置
き
ま
し
ょ
う

通
勤
や
通
幸
に
限
ら
ず
買

い

物
、
銀
行
、
遊
戯
湯
等
へ

行

く
時
は
、
自
転
車
を
路
上

に

放
置
し

な
い

で

、
決
め
ら
れ

た

駐
軸
場
に
き

い

て

く

だ

さ

い

。
ま
た
、
駅

に
近
い
方
は
で

き
る
だ
け
歩
く

よ

う
に
し
て

く

だ
さ
い
。

□
民
富
畦
輪
場

般
置
に
際
し
て

補
助
金
を
交
付
し

ま
す

区
で
は
、
放
置
自
転
單
解

消
の
一
環
と
し
て

、
民
倉
駐

輪
場
を
設
雌
す
る
塲
合
、
補

助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
、
補
助
金

の
内
容
を
左
表
の
と
お
り
、

大
幅
に
改
魯
に
篆
r
)
た
。
ど

う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
中
火
本
　

町
庁
舎
・
自
転
申
対
策
係
　
`

‘
(
3
8
～
)
5
2
3
0

民営駐輪場補助金改正内容
( 1)駅力ら 沺m 以内 にあ ること

( 2)自 転 車の収 容台数3a台以上

( 3)固 定 費座視 ・感1 計l 税の 合計 額

( 4) ( 3)の補 助金は 初年匿 が5 忍 篝し て3 年月

( 5)殷I 買 用の助 成

設霍● の3 分の1 叫 りの 諷、た だし 、平

● 式s1 万 円、立 体310000 円 を上艱と

覃る

千
住
区
民
ホ
ー
ル
、千
住
児
童
・

老
人
館
の
工
事
の
お
知
ら
せ

工
事
期
間
6

月
1

日
I
7
　

月
3
1日

区
民
ホ
ー
ル

施
設
の
跚
し

出
し
を
中
止
し
ま
す
。
運

動
施
設
'
m

所
等
の
総

合
受
け
付
け
は
吁
い
ま
す

児
鴦
鯉
・
老
入

館

日
常
の

利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
風

呂
(
ふ
ろ
)
は
休
み
ま
す

問
合
せ
先

千
庄
区
民
ホ
ー

ル

、
千
住
児
童
・
暫
入
館

霓
3
8
8
2
)
2
7
6
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運

動
……
(
2
)

天

保
の
改
革
の
際
、
岡
山

湍
で
の
「
渋
Q
一
揆
」
は
、
解

放
連
動
の
人
き
な
う
ね
り
と

し
て

洋
叮
さ

兒

も
の
ヴ
手

。

天

傑
口

隻
1
8

η
2

居

祠
山
藩
で
は
、
同
和
地
区
の

人
ぴ
ご
か

農
民
や
町
民
に
紛

れ
ぬ
よ

う
に
と
衣
類
の

制
限

令
を
出
し
ま
し
た
じ

か
し
、

同
和
地
区
の
人
7
'
」の
要
望

を
戞

け
入
れ
、
萵
は
布
今
を

撒
回
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
旧
哨
唆
の

安
政
2

年
T
8
5
5
f
)

、
藩
は

。心
び
、
同
和
地
区
の
人
7

こ

に
厳
し
い
命
令
を
川
し
た
の

で
す
。

そ
の
内
容
は
、
廿
物
の

色

は
渋
染
め
の
茶
色
か
、
監
染

め
の
紺

色
に
限
り
、
柄
物
や

紋
付
の

什
皀
て
を
許
ポ
な
い

と
し
た
も
の
で
す
。
″
£

、

履
物
に
つ
い
て
は
雨
天
以
外

の
外
出
は
は
だ
し
と
し
ま
し

た

そ
し
て
部
落
内
の
近
研

往
来
の
と
蓆
咫

け
は
栗
下
駄

岑
ほ
い
て
も
よ
い
か

顔
見

知
り
の

白
姓
に
出
自
っ
た
ら

卜
駄
を
ぬ
い
で
は
た
し
で
あ

い
さ
つ

す
る
と
い
う
も
の
で

し
た翌

年
、
岡
山
凛
5
3
力
村
企

郎
の
部
落
は

致
川
結
し
て

こ
れ
に
反
対
し
て
立
奎

り

た
の
て

す
、

問
合
せ
先

杢
庁
介
千

什
)

・
同
和
対
策
担
弓

住
居
表
示
実
態
調
査
と

表
示
板
の
取
り
替
え

区
で
は
、
什
居
衣

ボ
に
関

す
る
実
態
調
査
と
、
各
建
物

に
取
り
付
け
て

あ
る
町
名
め

区
表
示
皈
や
住
居
番
帰
衣
小

皈
(
什
所
を
衣
す
練
色
の
プ

レ

ー
ト
)

の
占
く
な
っ
た
も

の
や

、
破
損
し
た
も
の
の
取

り

え
作
業
を
吁
い
ま
す

。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

調
査
期
間
6

月
初
句
I
8
　

月

ド
句

プ
レ

ー
ト
取
り
替
え
期
間

1
1月
巾
旬
～
1

月
ド
勾

対
象
地
霞

綾
噸
一
～
七
丁

目

、啝
硬

瀬

一

二
丁
目

東
和
一
～
瓦
丁
目
、中
川
　

一
1

瓦
r
目

※
こ
の

作
裏
は

、
区
が
委
託

し
た
笑
者
(
K

貶
听
の
腕
g

を
付
け
て
い
ま
す
)
か
卜
い

ま
す

問
合
せ
先

中
火
ぶ
町
庁
台

・
亡
居
人
示
汨
当

昔
(
3
8
8
0
`
・
5
0
3
1

ご
利

用

く
だ
さ
い

国
保
指
定
旅
館

ぼ
心
健
吸
保
険
戻
で
は

、K

民
の
皆
さ
ん

が
剛
安
な
科

金
で
こ
利
川
で

き
る
旅
館

ホ
テ
ル
等
を
区
示
近
県
に
指

定
し
て
い
ま
す

。

利
川
夸
は

、「
あ
だ
お

国

保
だ
よ
り
9
2
年
4
月
吋
」
に

刷
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
が

、

国
民
健
康
保
峨
戻

、
各
X

民

甲
務

。所
の
7

囗
に
も
芦
い
て

あ
り
ま

す

。

今
年
度
の
指
定
箋
設
は
上

衣
の
と
お
り
で
す

。
予
約

、

料
金
等
く
わ
し
ぐ
は

、
ぬ
接

廡
及
へ
お
問
い
白
わ
せ
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
な
町
庁
介

・
国
民
健
康
保
険
韲
庶
務

係雰
一
3
8
8
0

否
1
2
1

指定旅館一覧表



1992 年( 平成4 年) 5 月25 日 あ だ ち 広 報 第952 号 ( 4)( 5)

出合う、見る、楽しむ、想像 する

彫刻を見て ある区
進む 彫刻のまちづくり

初
夏
の
日
差
し
と
生
い
茂
る
緑
、ま
ち
を
歩
く
の
が
楽
し
い
季
節
。は
ず
む
気

持
ち
に
合
わ
せ
て
。野
外
彫
刻
ウ
ォ
ッ
チ
ン
ダ
は
い
か
が
で
す
か
。
。区
は
、快

適
空
間
の
創
造
を
目
指
し
て
、区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
・
。彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
』を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
が
実
り
は
じ
め
、ま
ち
か
ど
や
公
園
に
彫

刻
が
続
々
と
警
邏
し
て
い
ま
す
。そ
の
股
置
状
況
の
調
査
を
、区
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、こ
の
た
び
一
足
立
区
野
外
彫
刻
マ
ッ
プ
ー
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
ご
」
の
マ
冗
フ
を
も
と
に
、
樊
し
く
、
楽
し
い
、
そ

し
て
ホ
ッ
と
す
る
彫
刻
を
。
彫
刻
ち
び
っ
子
探
検
隊
"
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

かわいい彫刻をい っぱい発 見! !
ぼくら「彫刻ちびっ子探検隊」

今l U、? i さんに彫刻を紹介する 彫゙刻ちぴ
う子探検|球 は、左から秋【|】奈緒さん、海保t j
妃さん、小熊健くん 飯山工l i くん{ 以上

小学慨1 そ|と 健くんの鴨、祐くん( 小2;
の5 人 いずれも索伊興小伊校に通う

元気いっはいの仲良しグループです

=TRI ANGLE　
POI NT　UME
DA6= 鈴木 明作

肓卜川1 海口六卜目
ソチテラス

仲よしの像
縵澑1331 叉瀬コ
ミ・二ゔ 1, a 路

子供 の詩
金盛 秀禎作也戉 彳 、 か

j ' y
1

旧七 爬 ' I I
々 j &

カ

=風景一角笛を吹けば= 湯川 隆作
青 井 ・1‥ 2・ り| 】j函り い こ い の, ″ i プ チ

テ ラ ス フな ん と な く お ち つ く 哂 じ

= 花園の天女=　 北国吉正作

臾軻2・・・20東和二丁月ブチテラス
「丸くてかわいい」とf f 紀ちう
ん、奈肝ちゃん

彫
刻
を
見
て

あ
る
き
ま
I
す
I

遼
ロ
ヨ
ウ
了
遠
藤
幹
彦
作

四
町
の
塚
1

り
人
晩
‘八
園

八召 A X6
瓦谷巾

・鳬 y j冫皿

砌鵆句 ?
へ・j 冫砌 斈 、

勿 ,

か
か 亡

凍り 4

= 竹 の 塚 彫刻の 道=

竹 の 秡 三 ・ 四 丁 目 公 団 竹 の 塚 第 冂 地 内
側|」、 令 畏al l 同 現 丘3 貞 の 彫11 』が&MI て

い ま す 掻9 冬的 に は7 ・1のl l j 匆M 鳧I岬 し

ま す

「ハトがいっぱい。なんた力屁 かヽはずむ」
占千谷1- 13' 舎 人公剛

= はばたき= 真
海徳 太

郎 作

保 K 叫
2 -

口 I L
渕 d 。R S瀕

=L 0 C
U S I

N
T H E S K Y 89=

大 隈 秀 雄作' 11 3 2, j
扇彫到 の

あ る 幃劭=C H
I K

Y U=
中 村茂宰 作

脯 呎
1 一一 1S 喊 ぷ

t 区

七 ン 夕
一 朗 =

絆
=
　
小
林
一
雄
作

四
竹
の
収
1
-
9
大
境
公
園
　

「
テ
ー
マ
は
お
心
さ
ん
と
。
f

伏
な
ん
た
っ
て
」
、
す
ぐ
彫
刎
の

匕
に
粱
っ
て
y
つ
筏
険
喉

主
役
は
　
ぼ
く
た
ち

。悒
外
と
い
っ
は
い
あ
る
ん

で

、
驚
い
ち
や
つ
た
。
彫
刻
を

見
て
歩
い
て
い
る
と
、
と
て
も

楽
し
く
な
り
ま
し
た
一
と
彫
刻

探
晩
を
終
え
た
ち

び
つ
子
た

芍

彫
刻
の
魅
刀
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
身
近
に
Q
て

、
さ
わ

れ
て
、
温
い
日
差
し
と
球
の
巾

に
荳
か
れ
た
彫
刻
か
、
ち
び
う

了
た
ち
の
思
畦
を
刺
激
し
て
、

と
て
も
楽
し
い
気
分
に
さ
せ
た

よ

う
で
す
。

将
來
足
丿弘
の
ま
ち
つ

く
曾

袒
う
、
ち
び
り
子
た
ち
が
人
人

に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら

な
い
彫
刻
を
見
つ
け
た
と

き
、
7

供
の
こ
ろ
の
求
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
よ
り
剛
喩
的
に
よ
み
が

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

尼
皀
区
で
は
、昭
和
6
3
年
に
、

ぼ
民
や
学
識
経
験
者
で
組
嗽
す

る
『
彫
刻
の
ま
ち
委
昌
会
一
が

発
足
し
ホ
r
し
た
。

彫
刻
を
濮

示
す
る
地
域
や

場

。所
夲
遭
ん
だ
り
、
地
域
の
人
か

状
め
た
。ま
ち
つ
く
り
テ
ー
マ

‘

へ
の
助
。こ
、
野
外
彫
刻
コ
ン
ク

ー
ル
『公
界
作
品
の
審
査
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
m
は
。

「
都
市
吩
覩
・
彫
刻
の
ま
ち
基

金
」
の
運
用
袋
を
利
用
し
、
ま

ち
つ
く
り
公
社
か
買
い
L
げ
、

ブ
チ
テ
ラ
ス
な
ど
の
。
ま
ち
か

ど
ス
ポ
ッ
ト
^
に
彫
刻
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

彫刻で地域の〝ふれあい〟を

宮 城町会

汀
北
ほ
民
弔
秘
雨
宮
城
分
室

的
に
は

、
第
2

叫
屋
l

野
外

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

の
人
賞
作

品
、一
禾
来
へ
の
詞
い

」が
駿
き

さ
れ
て
い
ま
す
ど

の
乍
品
は

、

地
尼
劣

が
テ
ー
マ
を
映
め
、

審
改
に
川
わ
り
、
選
定
し
た
も

の
て

す
。
み
ん
な
が
と
も
に
仲
良
く

再
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
と

。
ふ
れ
あ
い
“
と
い
う
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
。婁

筌

亭
げ
て

、
彫
刻
か
設
置
で
き
た
こ
と
聚
八

尽
つ
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
宮

岐
町
会
長
の
千
葉
昭
雄
さ
ん
。

設
置
場

所
も
テ
ー
マ
に

合
わ

せ

、
琴
く
の
人
が
集
ま
る
・区
民

亊
殕
所
前
に
決
め
ま
し
た

。

ま
た

、
足
ど
又
彫

刻
の
ま
ち

。姿
Q
で

も
乞

齊
藤
甘
司
さ
ん
　

一・
M
峨

。丁
目
)
は

「
こ
の
へ

ん
に
は

、
書
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん

。
そ

こ
で

、
ぜ
ひ
彫
刻
を
設
盈
し
た

い
と
思
い
ま
し
た

。
彫
刻
設
苡

か
き
り
か
け
と
な
り

、
ま
ち
づ

く
り
か
進
め
ば
一
と
彫
刻
へ
の

嗣
侍
を
痢
り
求
す

。

ま
ち
の
人
々
か
叭
唖
的
に
か

か
お
り
汲
捫・
し
た

、
こ
の
彫
刻

が
シ
ン
ボ
ル
と
な
り

、
地
域
の

ぶ
ね
あ
い
が
M

て

ま
っ
て
い

ま
す

ブロンズ像I ) 未来へので・鑼
い の荊で齋瀕さん「左・;と
千戛さん

2 年にわたり区民が調査

「野外彫刻マップ」

X
y呎
2
年

、3

年
と
2
ヵ

年
に
わ
た
っ
て

、
約
3
0人
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
畤
の
皆
さ

ん
が

、
自
分
の
ま
ち
の
彫
刻

の
殿
織
状
況
を
調
氏

。
そ
の

取
は
約
3

ヵ
所
に
も
の
ぼ
り

ま
し
た

。

そ
の
中
か
ら

、「
彫
刻
」
と

し
て
9
1
点
膏

力
噸
し

、
こ
れ

ら
を

・
足
立
区
野
外
彫
刻
マ

ッ
プ
一
に
ま
と
め
ま
し
た

。

イ
ラ
ス
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
余

し
い
マ
ッ
プ
で
す

。

こ
の
マ
ッ
ブ
づ
く
り
を
通

し
て
、彫
刻
か
地
域
の
中
で

ど
・
?
こ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の

か

、
ま
た

、
彫
刻
さ
か
し
の

過
程
で
口
分
た
ち
の
ま
ち
の

再
発
見
な
ど
か
行
わ
れ
ま
し

た

。(
。唆

、
こ
の
調
査
結
呎
を

蚕
に

、
マ
ッ
プ
た
け
で
な
ぐ

彫
刻
台
帳
を
印
り

、
彫
刻
の

維
痔
行
理
や
設
置
場
所
の
選

定
に
生
か
し
て
い
く
予
定
で

す
。

1
1月
2
2日
～
2
9日
、綾
瀬
で

「
国
際
野
外
彫
刻
展
」を
開
催

ご
紹
介
し
た
足

立
の

・「
彫

刻
の
ま
ち
づ
く
り
一
心

制
圀

周
甲
を
通

え
た
今
年
は

、
こ

れ
を
記
念
し
て

、H
月
2
2
冂

～
2
9日
の
8

日
間

、
峻
瀬
駅

啝
凵
咄
の
公
園
(
通
称
は
と

公
圃
)
で

一
園
際
野
外
彫
刻

涙
一
を
開

催
す
る
予

定
で

す

。ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

な
ど
で
活
琳
す
る
硲
外
の
彫

刻
家
の
作
品
や
足

立
区
野
外

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
の
人
寰
印

な
ど
1
6点
の
作
品

を
展
示
し

ま
す

。

こ
の

彫
刻
展
は

、
内
外
の

杤
名
作
家
や
S

内
の

新
進
印
y

の
作
乱
を

】
竄
に
哄
め
た

も
の
と
な
り
ま
す

。

な
お
、
「国
瞭
野
外
彫
刻

展
一
の
作
品
?
わ
し
い
紹

介
は

、8
月
か
ら
の
I

あ
だ

ち
広
報

」で
頸
次
褐
敢
り

ぶ

す

。
特
別
招
待
作
家
(
呷
・
作

品
名
`
》
ク
レ
メ
ン
ト
ー
　

ミ
ー
ド
モ
ア
氏
(
ア
メ
リ

カ
ご
:
1
0
U
T
S
P
R
　
E
A
D

に

▽
ル
ウ

ーラ

ン
バ
ー
ト
氏
(
オ

ー
ス
ト

ラ

リ

ア

匸
:

「N
a
n
　
g
a
L
i
n
e
7
　

福

岡

心

盤

氏
(

日

木
)

・

…
。
風

」

マ

ピ

ヴ

ァ

リ

ー

・
　

ペ

パ

ー

氏
(

ア

メ

リ

カ
)

・
・
・

「A
D
A
C
H
I
G
A
　

R
D
E
N

」

フ

ベ

ル

ナ
　

ー

ル

ー

ブ

ネ

氏

ラ

ー
フ

ン
　

ス

丁

「U
n
d
e
t
e
r
　
m
i
n
e
d
L

・
I
n
　
e

」

フ

ウ

ル

リ

ッ

ヒ

ー　

リ

ュ

ッ

ク

リ

ー

ム

氏
(

ド
　

イ

ツ

丁

「U
N
T
I
T
L
　
E
D

」

以

上
6

乙

●

「

彫

刻

の

ま

ち

づ

く

り

「

彫

刻

マ

ヅ

プ

」

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

、

ま

ち

づ

く

り

公

社

へ

。

魯
(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

ス ケッチ
あだ ち

春を楽しむ会

寝 たきりのお年寄り
保育園児がふれあい

久
し
ぶ
り
の
戸
外
で
の

、

保
育
園
児
た
か

と
の
玉
人
れ

ゲ
ー
ム
や
パ
ン
食
い
竸
竺
p

に
手
を
収
っ
て
の
「
ま
た

ね
え
」「
心
気
で
い
て
ね
」と

の

あ
い
さ
つ
。

4
月
1
5
日
、
申
い
す
に
震

っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ぱ

あ
ち
ゃ
ん
に
人
が
、
季
節
感

あ
ふ
れ
る
柳
原
F
a

園
で
、

近
く
の
千
佳
あ
ず
求
保
介
園

児
と
舂
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。

こ
の
会
は
、
叨
碪
‘
軻
院
と

内
田
柯
院
の
腹
師
や
n
膺

茆
、
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
等
か
中

心
に
な
っ
て
。
閉
じ
こ
も
り

か
ち
な
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
に
肌
で
5
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
、
地
域
で
の
交
流

を
図
っ
た
も
の
。
お
¥
寄
り

も
園
児
た
ち
も
、
い
つ
も
は

体
験
で

き
な
い
賣
重
な
ふ
れ

あ
い
を
伍
験
し
ま
し
た

。

パ ン 食 い 競 争 や 玉 入 れ で 、

春の一日を楽しみました

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
に

な
っ
て

ね
」
と
子

供
た
ち

シ
コ
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た

わ
ん
ぱ
く
相
撲

4
月
1
9日
、
北
千
注
公
園
で
わ
ん
ば
ぐ
桐
撲
人
会

か
卜
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は

、
。心
虱
が
強
く
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た

か
、
小
学
生
む
士
た
ち
が

。
寄
り
≒

投
げ
≒

つ
P

と
土
俵
狹
し
と
元
乱
い
っ
ぱ
い
。
好
収
組
か
口
白
押

し
で
、
観
客
の
方
も
手
に
汗
握
り
大
声
援
。

取
下
和
宏
君
(
長
門
小
6
年
)
ほ
か
各
学
年
ご
と

に
優
勝
者
が
決
ま
り
、
4～
6
年
生
の
優
勝
、
叺
優

勝
者
か
、
6
月
2
8口‥
に
両
国
国
技
館
で
聞
か
れ
る
都

人
会
に
山
場
し
本
す
。

' のこ づた のこづた ちびづ子た石
の熱戦に土俵も小さく見えます

7
力
国
5
0人
の
海
外
研
修
生

日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
む

中
国
。
タ
イ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
、
7

力
国
恥
人
の
海
外
研
修
生
が
、
4
月
1
9
日
、

花
畑
の
椄
佗
亭
で

「
日
収
伝
統
文
叱
に
観
し
む
会
」

に
参
加
。
鴇
色
術
や
日
本
舞
踊
を
観
賀
し
た
り
、
生

け
花
や
茶
道
'
g

な
ど
蔘
羮
際
に
体
験
し
た
り
し

ま
し
た
。

2
0
代
、
3
0
代
を
中
こ
と
す
る
研
修
乍
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
自
助
中
、経
常
関
係
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

技
術
修
寿
を
目
揩
し
て
、東
京
研
修
セ
ン
ター
♀

皿
啝
y
り
で
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
。
咀
国
の
発

朕
を
担
い
研
修
に
励
む
毎
日
で
す
が
、
こ
の
冂
は
技

術
面
ば
か
り
で

な
く
。
口
本
の
a

統
文
化
に
も

親
し
み
闃
ふ
を

將
少
こ
I

氣

ノ

た
。な

お
、
こ
の

催
し
は
、
東
京

城
北
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
か
企
岡
し

た
も
の
で
す
。

正
座
し
て
、
お
藁
を
味
わ
い
ま
し
た

子供のころの
ノスタルジー

復活し た

梵天 まつり
一
-
り
丶
L
J
丶
　
無
祠
息
災
、
五
般
豊
穣
、

大
F
泰
平
を
願
い
、
江
戸
時

代
か
ら
呎
沼
地
域
で
行
わ
れ

て
い
た
。
梵
。
大
ま
つ
り
≒

畋
唆
中
断
し
て
い
た
こ
の
祭

り
が
、
昨
年
か
・
り
餌
活
。
今
`
t

も
1

月
8

日

、

辰
沼

稲

荷

伸

杜
で
ほ
わ
れ
ま
し
た
。

「
忘
れ
云
ら
れ
つ
つ
あ
る

持
の
風
俗
を
、
今
の
子

供
た

ち
に
・
…

で
も
、
私
た
ち
の

世
代
の
郷
愁
掌

つ
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ

ん
」
と
辰
治
町
会
長
の
宇
佐

哭
宏
‘
'刄

。

人
々
の
心
の

中
に
思
づ
い

て
い
た
。梵
天

ま
つ
り
‰
『
大

切
に
育
て
て
い
き
た
い
』
と

ま
ち
の
皆
さ
ん
は
'
$

つ
て

い
ホ
r
ひ
た
。

手作りの御郵を竹の
棒の先に掲げます

栄光
! ! 足立

の 高校
生

●春の
甲子園

優勝
(帝 京高校)

高

●イタリ
ア ジ

ュ
ニ ア国際

柔道大会
銀メ

ダ ル

全
国
各
地
、
ま
た
世
界
で

様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
大

会
か
開

か
れ
た
4
月

。
足
立
区
の
巾

学
佼
出
身
の
高
皎
乍
か

、
甲

子
園
の
高
校
野
球
大
会
、S

際
柔
遭
大
会
刄

茫
躍

、
優
秀

な
吸
礇
を
納
め
ま
し
た
。

帝
京

高
校
野

球
郤
3

年

生

、
赤
坂
勝
頼
く
ん

入

谷

南
中
出
身
・
投
手
)

と
同
2

年
生

、
林
儷
幸
く
ん
(
伊
興

中
出
身
・
2

塁
手
)
の
又

は

、
第
6
4回
選
抜
高
校
野
球

大
会
に
出
晒

、
見
事
優
陽
に

塚
孝
声
し
た

。
特
に
林
く
ん

は

、
東
厩
大
相
撲
高
校
と
の

決
勝
戦
で

全
蜀
点
(
3
打
点
)

萱
の
げ
る
大
活
躍
で
し
た

。

一
方

、4
月
4

・
5

囗
イ

タ
リ
ア
の

シ
エ
ナ
巾
で
行
わ

れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
柔
嚶
へ

会
に

、
叨
蚰
以
下
級
口
氷
代

昃
と
し
て
出
場
し
た

、
足
立

学
園
高
校
2

年
生

、
中
村
範

政
く
ん
(

三
中
出
身
)

は

、

第
冫
位
と
な
り

、
銀
メ
ダ
ル

夲
耋

得
し
ま
し
た

。

・
区
で
は

、
叉

の
活
躍
と

栄
光
を
た
た
え

、4
月
2
2日

、

区
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て

、

体
育
優
秀
選
手
と
し
て

表
彰

し
ま
し
た

。

決勝戦で大活躍の林くんの一打

林俊幸くん( 左)と赤取臍頼くん

柔
道
の
中
村
範
政
く
ん
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福

祉

児
童
手
当
・
特
例

給
付
・
児
童
育
成

手
当
の
請
求
手
続

◆
児
童
手
当
・
特
例
給
付

児
童
手
当

児
童
の
出
生
届
を
出
さ
れ
た

り
、
区
外
よ
り
転
入
さ
れ
た
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
し
、
未

請
求
の
方
は
児
童
手
当
の
讀
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
動
務
先
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
区
内
に
住
所
が
あ
る
方

▽
児
欟
を
1
人
だ
け
養
育
し
て

い
て
、
そ
の
児
童
が
平
威
3
　

年
1
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

と
き

▽
1
8歳
未
満
の
児
竜
を
2
人
以

上
養
育
し
て
い
て
、5
歳
未

満
の
児
童
を
含
ん
で
い
る
と

き
特
例
給
付
　
厚
生
年
金
、
私
立

学
校
共
済
等
に
加
入
し
て
い

る
方
は
特
例
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児

莖
手
当
と
同
じ
で
す

手
当
月
額
　
1
8歳
未
満
の
児
童

の
中
で
平
成
3
年
1
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
1
番
目
の

児
童
に
5
千
円
、
ま
た
5
歳

未
満
の
2
番
目
の
児
童
に
5

千
円
、5
歳
未
満
の
3
番
目

以
降
の
児
童
に
は
1
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
保
護

者
名
義
の
足
立
区
内
金
融
機

関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)

▽
年
金
手
帳

▽

健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

※
所
黯
制
限
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
児
童
育
成
手
当

次
の
手
当
に
該
当
の
方
は
請

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

育
成
手
当
1
6
歳
未
満
の
児
童

(
1
6歳
に
逵
し
た
日
の
年
度

の
末
日
以
前
)
で
次
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
母
が
死
亡
、
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上
　

遺
棄
さ
れ
て
い
る
▽
父
ま
　

た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
　

以
上
拘
`
曹
れ
て
い
る
▽
　

母
が
婦
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
で
、
父
か
ら
認

知
さ
れ
て
い
な
い

▽
父
ま

た
は
母
が
重
度
の
障
害
(
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
)

手
当
額
　
1
万
1
千
5
0
0円

障
害
手
当

2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
。

▽
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
」

1
～
3
度

▽
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害
者
手
帳
」1
・

2
級

▽
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は

進
行
性
筋
萎
縮
症

手
当
額
　
1
万
3
千
5
0
0円

※
い
ず
れ
も
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り

申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)
・

児
童
助
成
係

ねたきり、痴呆性高齢
者等短・中期間入所
( ショート・ミドルス
テイ) の利用者募集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
が
家
庭
の

事
畴
等
で
、
一
時
的
に
介
護
で

忝
な
い
ね
た
き
り
や
痴
呆
性
等

の
高
齢
者
を
お
預
り
し
ま
す
。

期
間
・
対
象
者
・
費
用
　
表
1

の
と
お
り

所
在
地
・
ベ
ッ
ド
数
　
表
2
の

と
お
り

申
込
方
法
　
利
用
日
の
1
ヵ
月

前
か
ら
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎

(千
住
)
・
高
齢
者
福
祉
係

表1　 利用対象者・利用期間・費用

表2　 高齢者在宅サ・ ビスセンター所在地およびベット数

教

育

募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

平
成
5
年
度
足
立
区
奨
学
生

(育
英
資
金
貸
付
者
)
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
　

▽
足
立
区
内
に
引
き
続
き
1
　

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
　

▽
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な

近
県
に
所
在
す
る
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
(
修
業
年
限
2
年

以
上
の
専
門
課

程
お
よ
び
大
学

入
学
の
資
格
を

得
ら
れ
る
修
業

年
限
3
年
以
上

の
高
等
課
程
)

に
入
学
を
希
望

し
て
い
る
方

▽
学
業
成
績
が

良
好
で
心
身
と

も
に
健
全
な
方

▽
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
方

▽
同
種
の
学
資

金
鷽
は
か
か
ら

借
り
受
け
て
い
な
い
方

募
集
人
員
・
貸
付
額
　

表
3
の

と
お
り

募
集
期
間
　
6

月
1
0日
～
3
0日

申
込
先
　

▽
区
立
中
学
校
3

年

生
…
各
中
学
校

▽
そ
の
他

の
方
・
:
学
務
第
二
課
振
興
係

貸
付
予
定
者
決
定
　
9

月
中
旬

貸
付
開
始

平
成
5
年
4

月

問
合
せ
先
　

本
庁
舎
(

千
住
)
　

・
学
務
第
二
課
振
興
係

表3　 募集人員と貸付額

※ 修学資金は月額です

リ
ハ
ビ
リ
出
張

相
談
を
行
い
ま
す

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

・
看
護
婦
ふ
尋
療
法
士
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
方
に
便
利
な

器
具
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
6
月
3
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
正
午

場
所
　
稜
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

年

金

6
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
　
6
月
3
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
　
中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

内
容
　
年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
扣
丐
官
が
答
え

ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

も
う
一
つ
の
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
祭
倥
は
、
自
営
業

な
ど
の
方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
実
現
す
る
た
め
、

基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
行

う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
対
象
者
は
、2
0歳
以
上
6
0

歳
未
禹
の
第
一
号
被
保
険
者

で
す
。

掛
金
は
選
択
す
る
給
付
の

型
、
口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年

齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座
か

ら
の
自
動
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
と
な
り
、
支
給
さ
れ

る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
る
な
ど
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
都
国

民
年
金
基
金

(
3
3
4
2
)
0
7
5
5

仕

事

公
立
保
育
園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
　
1
8
歳
以
上
6
5
歳
く

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

。

勤
務
場
所
　

各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
　お
よ
び
賃
金
　

▽
産

休
・
祠
欠
代
替
職
貝
・
:
午
前

8
時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5
分

ヱ

曜
日
は
午
後
1
時
3
0
分

ま
で
)
、時
給
8
2
0円

▽
特
例

保
育
職
員
…
午
前
7
時
3
0
分

～
9
時
3
0分
お
よ
び
午
唆
4

時
～
6
時
(
ど
ち
ら
か
で
も

可
)
、
時
給
8
7
0円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し
、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(

千
住
)
・
保
育
第
一
係

募

集

職
親
を
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ん
、区
で
は
、

仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害
者
の

社
会
復
帰
を
援
助
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
所
(
職
親
)
を
さ
が

し
て
い
ま
す
。

職
親
制
度
(
通
院
患
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
1
シ
ョ
ン
事
業
)
は
、

精
神
障
害
者
を
訓
練
生
と
し
て

指
導
・
援
助
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
所
に
、
関
係
機
関
職
員
が

支
援
す
る
ほ
か
、
経
済
的
援
助

(協
力
事
業
所
に
奨
励
金
と
し

て
1
日
2
千
円
、
訓
練
生
に
1

日
千
円
の
手
当
を
、
原
則
と
し

て
6
ヵ
月
・
最
長
3
年
間
支

給
)
を
吁
う
も
の
で
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が

説
明
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

税

金

税
金
に
つ
い
て

の

相

談

□
税
金
相
談
(
一
般
)

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
　

時
～
4
時

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
憮

(千
住
)
・
区
民
相
談
室

□
住
民
税
(
特
別
区
民
税
・
都

民
税
)
の
納
税
相
談

日
時
　
毎
週
月
土

曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
、
土
曜

日
は
、
正
午
ま
で
(

た
だ

し
第
2
、
第
4
土
曜
日
、
祝

日
を
除
く
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
中

央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
气

二
係(

3
8
8
0
)
5
0
9
6

□
電
話
に
よ
る
税
説
明

電
話
で
知
り
た
い
情
報
が
聞

け
る
「
国
税
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署

　
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
へ
。

課税・納税証明書の
必要な方で区役所へ
来所できない方へ

課
税
・
納
税
証
明
書
の
必
要

な
方
で
、
多
忙
の
た
め
課
税
課

袤
た
は
区
民
事
務
所
へ
お
い
で

に
な
れ
な
い
方
に
は
、
本
人
宅

へ
の
み
郵
送
で
証
明
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

返
信
用
の
切
手
を
は
っ
た
封

筒
と
証
明
書
1
通
に
つ
き
瓰
円

の
定
額
小
為
替
、
証
明
書
の
種

類
・
年
度
・
使
用
目
的
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た

も
の
を
同
封
の
う
疋
、
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
第
べ

二
係
　

〒
1
2
0中央
本
町
1
j
1
7
1
1
　

　
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

納
付
に
便
利
な

口

座

振
替

住
民
税
(
特
別
区
民
税
・
都

民
税
)
の
普
通
徴
収
分
を
個
人

で
納
付
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
平
成
4
年

度
分
住
民
税
納
税
通
知
粛
に
同

封
さ
れ
て
い
る
、「
預
金
口
座
振

替
依
頼
糾
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
金
融
機
関
(
郵
便
局
を

除
く
)
ま
た
は
納
税
課
、
区
民

事
務
所
で
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
指
定
の
金
融
機
関

が
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら

住
民
税
を
、
納
期
ご
と
に
振
替

い
た
し
ま
す
。

納
付
の
際
に
、
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
へ
お
出
か
け
に
な
る

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
な

い
便
利
で
安
心
な
納
付
方
法
で

す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課
整
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

ご
存
知
で
す
か

前
納
報
奨
金

住
民
税
(

特
別
区
民
税
・
都

民
税
)

の
晋
通
徴
収
分
は

、
6

月
3
0日
ま
で
に
一
度
に
年
税
額

を
納
め
る
と

、
前
納
報
奨
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

金
額
は
全
期
前
納
用
納
付
書

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
(

第
4

期
分
の
税
額
の
1
0
%
に
相
当
す

る
額
で

、
2

万
5

千
円
限
度
)
。

納
め
る
時
は
、
必
ず
「
全
期

前
納
用
納
付
書
」
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
(

あ
ら
か
じ
め
報
奨
金

額
は
差
し
引
い
て
あ
り
ま
す
)
。

納
付
場
所
　
各
金
融
槻
関
・

区
民
事
務
所
・
納
税
課

(中
央
本
町
庁
舎
)

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎

・
収
納
係

(
3
8
8
0
)
5
1
0
Q
`

軽
自
動
車
税
の

納
期
限
が
近
づ

い
て
い
ま
す

す
で
に
送
付
し
ま
し
た
平

成
4
年
度
分
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
6
月
1

日
で
す

。

納
め
忘
れ
の
な
い
ぶ
つ
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
今
ま
で

軽
自
動
車
(

原
動
機
付
自
転
車
も
含
む
)

を
所
有
し
て
い
た
方
で

、
所

有
し
な
く
な
っ
た
方
は
、
廃

車
届

、
名
義
変
更
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

中
央
本
町
庁
舎

・
軽
自
動
車
税
係

(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

特別区民税・
都民税( 住民税)
の納税通知書を
お送りします

個
人
で
直
接
住
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
方
に
、
平
成
4

年
度
分
の
納
税
通
知
書
を
6

月
8
日
に
お
送
り
し
ま

す
。
第
一
期
の
納
期
限
は
6

月
3
0日
で
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
方
の
納
付
冉
は
、
お
申
し

込
み
の
あ
り
ま
し
た
金
融
機

関
へ
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
会
社
を
定
年
等
で

退
職
さ
れ
た
方
は
、
直
接
個

人
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎

・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1
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夏休み
さあ! !
でかけよう

伊豆高原あだち荘

湯河 原 あだち荘
塩 原 林

間 学 園

日 光 林 間学
園

上 総 湊 健 康 学 園

鹿 沼
野 外レクリエ

ー ションセンタ
ー

8
月
分
の
利
用
案
内

8
月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
8
月

分
の
抽
選
は
、
既
に
終
r
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
光
林
間
学
園
、
塩

原
林
間
学
園
、
上
総
湊
健
康
学

園
は
、学
校
教
育
施
設
の
た
め
、

利
用
期
問
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
表
2
で
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表1　8 月分の利用案内( 鹿沼を除<)

※ 伊豆高原・湯河原あ だち荘は、8 月11・12 ・25 ・26日が休館日です。また8 月利用は、

1グループ15 人以内に限り ます。

表2　 林間学園・健康学園の一般開放日

空
室
の
利
用
方
法

▽
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で
も
直
接
受
け
付
け
し
ま

す
▽
電
話
予
約
は
第
3
金
曜
日
か

ら
、
公
社
の
各
施
設
で
受
け

付
け
し
ま
す

※
予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

り
ま
す
(
申
し
込
み
は
、
利
用

日
の
3
日
前
ま
で
で
き
ま
す
)
。

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
空
き
利
用
等

ハ
ガ
キ
抽
選
・
申
し
込
み

は
、
宿
泊
棟
の
み
で
す
(
8
月

を
除
く
)
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

、
常
設

テ
ン
ト

、
幕
営
地
は

、
利
用
日

前
月
の
窓
口
申
し
込
み
時
か
ら

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す

。

6
月
分
の
空
き
利
用
は

、
表
3

の
各
公
社
施
設
窓
口
ま
た
は

電
話
予
約
で
受
け
付
け
て
い
ま

す

。ま
た

、
7

・
8
月
分
の
空
き

利
用
の
申
し
込
み

・
受
け
付
け

は

、
次
の
と
お
り
で
す

。

7
月
分
…
窓
口
(
6

月
1
2日
か

ら
)
、電
話
(
6
月
1
9
日
か
ら
)

8
月
分
…
窓
口
(
7

月
1
0
日
か

ら
)
、電
話
(
7
月
1
7
日
か
ら
)

利
用
の
変
更
・
取
消

い
ず
れ
も
、
公
社
の
各
施
設

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
現

地
で
は
、
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▽
利
用
人
数
の
増
は
、
利
用
日

の
前
日
ま
で
で
す
(
部
屋
の

定
員
内
)
。

た
だ
し
、
伊
豆
高
原
あ
だ
ち

荘
は
、
利
用
日
の
3
日
前
ま
で

で
す
。

▽
人
数
の
減
・
取
消
は
、
前
日

ま
で
で
す
。7
日
前
ま
で
に

手
続
き
を
す
る
と
全
額
、
そ

れ
を
過
ぎ
て
前
日
ま
で
に
手

続
き
を
す
る
と
食
事
代
の
み

お
返
し
し
ま
す
。

※
返
環
は
、
口
座
振
替
で
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
、
利

用
代
表
者
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
を
除
く
)
・
印
か
ん
・
利
用

承
認
濳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

各施設の利用案内

表3　公社施設一覧表

※ 文化会館は廃館となるため、受け付け ができるのは平成4 年7 月までです。

利用申込はコミュニティ文化・
スポーツ公社の各施設へ

ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
囗
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
と
し
て
、

昭
和
2
4年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

足
立
区
に
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

(表
4
)
が
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る

場
合
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

相
談
日
時
　
毎
月
第
2
火
曜

日
、
午
後
1
時
～
4
時

相
談
場
所
・
問
合
せ
先
　
本
庁

舎
(
千
住
)
・
区
民
相
談
室

表4　 人権擁護委員名簿

新 庁 舎
アラカ ル卜
展望レストラン

平
成
8
年
5
月
に
、
完
成

予
定
の
新
庁
舎
の
1
4
階
に

「
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

地
上
6
0
呎
の
高
さ
か
ら
柬

と
西
方
向
の
展
望
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
区
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
を
ま
と
め
ま
す

と
、
施
設
面
で
は
、
少
し
リ

ッ
チ
に
、
そ
し
て
、
身
体
の

不
自
由
な
方
に
も
気
軽
に
利

用
が
で
き
、
ま
た
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
も
や
さ
し
い
店
に
し

て
欲
し
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。運

営
面
に
お
い
て
は
、
通

年
利
用
が
可
能
な
こ
と
と
、

午
後
1
0時
く
ら
い
ま
で
開
店

し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
(
料

金
)
と
、
そ
れ
に
対
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
(
効
果
)
が

調
和
す
れ
ば
種
類
と
価
格
の

多
寡
は
問
わ
な
い
と
の
要
望

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
向
は

、
開
店

ま
で
に
整
理
し
て
実
現
し
て

い
き
ま
す

。

現
在
の
予
定
で
は

、
席
は
1
3
0

席
で

、
一
般
ス
タ
イ
ル
の

座
席
の
ほ
か
に
、
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
型
(
個
室
)
の
会
食

席
な
ど

、
全
体
と
し
て
幅
広

い
目
的
に
利
用
で
き
る
ぶ
つ

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す

。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
庁
舎
建
設

室

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
へ

。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

催
し
物

☆
子
供
に
学
ぶ
「
家
庭
教

育
講
演
会
」　
6
月
4
日
(

木
)
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

文
化
会
館
/
テ
ー
マ

。お
母
さ
ん
子
ど
も
の
心

み
ぇ
ま
す
P
/

講
師

丸
山
貴
代
氏
/
白
岩

　
(
3
6
0
5
)
1
1
3
5

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
慰
問

「
か
っ
ぽ
れ
総
踊
り
」6

日
3

日
(
水
)
、
午
後
3

時
/

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
の
/

梅
后
流
浅
草
か

っ
ぽ
れ
保
存
会
/

見
学
希

望
者
は

「
ゆ
う
あ
い
ら
ん

ど
さ
の

」

　
(
5
6
8
2
)
0
0
0
7
/

入
会
希

望
者
は
深
田

　
(
3
8
7
3
)
8
4
4
6

ひ ろ ば=
催し物= ☆第1 回千翠会書 展　5 月30日まで/ 北千住駅ビル7 階NTT ギ ャラリ ー
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ク
レ
ヨ
ン
・
マ
ウ
ン
ト
ア
ー
ト

あ
な
た
が
描
く
夢
あ
だ
ち

参
加
者
を
募
集

皆
さ
ん
の
思
い
出
を
タ
イ
ル

(
1
0
m
x
1
0
作
)
に
描
き

、
ま

ち
の
中
に
残
す
「
ク
レ
ヨ
ン
・

マ
ウ
ン
ト
ア
ー
ト

」。

今
回
は
、
平
成
5

年
秋
に
改

修
完
成
予
定
の
「
千
住
旭
公
園

」■

内
の

、
マ
ウ
ン
ト
(
山
)
に
設
置

す
る
哈
タ
イ
ル
を
描
く
方
を
募

集
し
ま
す
。

製
作
日
　
7
月
5
日

百
)

場
所

千
寿
第
四
小
学
校

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
　
1
千
2
0
0人

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
器
区
・民
事
務
所
、

各
住
区
セ
ン
タ
ー
、
嬲
足
立

区
ま
ち
づ
く
り
公
社
に
あ
る

申
し
込
み
(
ガ
キ
に
必
要
亊

項
を
記
人
の
う
え
、
切
干
を

は
っ
て
郵
送

申
込
期
限
　
6
月
1
5日

問
合
せ
先
　
東
京
青
年
会
議
所
　

足
立
区
委
員
会
事
務
局
・
高
　

山
`
　
。(
3
2
1
3
)
2
3
1
　

1
ま
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
公

社
(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

葛 西 用 水 親 水 水 路
全 線完 成 記 念 企 画 展

『あだちの用水路』

郷
土
博
物
館
の
前
を
流
れ
る

葛
西
用
水
覡
水
水
路
が
、7
月

に
企
線
完
成
し
ま
す
づ
同
は
、

葛
西
用
水
観
水
水
路
を
は
じ

め
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

水
の
流
れ
の
移
り
変
わ
り
と
、

様
々
な
生
活
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
7
月
1
9日
ま
で

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
入
館
は
午
後
4
時
3
0
　

分
ま
で
)

入
館
料
　
▽
ー般
・
。・2
0
0
円

▽
ふ
・
中
学
生
・・・
1
0
0
円

▽
団
体
面
人
以
上
下
通
常

の
半
額

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

※
6
月
2
3日
は
臨
時
休
館
し
ま

す
。

場
所
・
問
合
せ
先
　
郷
土
博
物

館

大
谷
田
5
1
2
0
-
1
　
　

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

昭
和
3
0年
代
の
見
沼
代
用
水
の
支
流
で

中
央
図
書
館
講
演
会

小
説
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
舞
台
の
愉
し
み

日
時
　
6
H
1
3日
工
)
、干
峻

2
時
～一
時

講
師
　
山
山
人
一
氏
ごン
ナ
リ

オ
ラ
イ
タ
土

定
員
　
Ⅲ
人
(
先
衿
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　

直
接
窓

囗
ま
た
は
電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ

先

中
火
図
琳
鰍

(
3
8
4
0
)
4
　

6
4
6

山田 太 一 さ ん図
書
館
の

臨
時
休
館

図
書
の
特
別
整
理
の
た
め
次

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が

、
他
の

図
濳
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

図
書
館
名
・
休
館
期
間

▽
中
央
・
竹
の
塚
・
新
田
図

濳
館
・
:
5
月
3
1
日
1
6

月
1
0
　

日▽
常
東
・
鹿
浜
図
書
館
・
:
6
　

月
3

日
～
1
2
日

一
)
江
北
・
伊
興
・
宮
城
図
書

館
・・・
6
月
1
3日
1
2
2
日

▽
佐
野
図
書
館
・
:
6
月
1
3日

～
2
5
冂

∵
千
僅
図
書
蚣

。・・
6
月
1
7日

～
2
6
日

問
合
せ
先
　

中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

情 報 コ ー ナ ー

自然の荒野にチ やレンジ
アドベンチャーキャンプ

都会から遠く離れた、長期の自
然体験キ ャンプです。
自然の荒野をひらいて行う村づ
くり、山の中での地域の人たちと
の交流、不慣れな手で作る毎日の
食事。阿もない所から、生活する
工夫や、人への思いやりを共同生
活の中で学びます。
日程　8 月1 日～n 日( 10韵11日)
場所　群馬県勢多郡赤城山麓
対象　▽ ジュニアリ ーダー研修会
( B コース) 受講中の小学6 年
生 ▽ 区内在住の中学・高校生

定員　50 人( 抽選)
費用　20, 000円
申 込方法　区内各施設に篋いてあ

る所定の申込用紙を郵送
申 込期限　6 月15日必着
申 込・問合せ先　本庁舎( 千佳) 　
・少年育成係 〒い千佳卜- 4　- 18

　3882- 1111 ㈹

体力・知力・ボラン
ティアにチャレンジ

足立フロンティア冒険隊
子どもたちは、多くの人たちと

の出会いや、交流を 通して生き方
を学び、人と人とのかかわりの中
で、豊かな人間関係をはぐくみま
す。
この事業では、地域のボランテ

イアの指導のもと、
学校外で の体験と学
習を通して少年交流
を図り ます。
< わしくは、「あだ

ち広報」9 月5 日号
でお知らせします。
問 合 せ 先　本 庁 舎
(千 庄)・少年 育成
係　3882- 11U ㈹昨 年 の赤 城山 中 で の キ ャンプ

環境問題講演会

エコロジーの時代
環境汚染・人体汚染

テレビの料理番組などでおなじ
みのバーバラ寺岡さんを招いて、
お話を闃きます。
日時　6 月6 日( 土) 、午後1 時30　
分～3 時

場所　女性総合センター

定員　300 人く先
芻順)

費用　無料
申 込方法　電話
申 込・問合せ先
水と緑の公社
3838 ―8126

※ なお、午後3
時 から 「地球環
境と都市生活」をテーマにパネル
ディスカッションを閧きます。あ
わせてお聞きください。

バー バラ 寺 岡 さ ん

ワープロソフト入門教室

3 日間コース日時　7 月1 日～3　
日、△ 午前の部…午前10時 ～午
後1 時 △ 午後の部… 午後2 時
～5 時 △ 夜間の部… 午後6 時
30分～9 時

土曜1 日コース日時　7 月4 日、
午前9 時～午後4 時

日曜1 日コース日時　7 月5 日、
午前9 時 ～午後4 時

対象　初心者の方
定員　各コース20人
費用　 ▽ 3 日間コ ース… 9, 000円
[△ 1 日コース… 7, 000円
使用機材　NEc 文豪ミニ フRA
申込方法　往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電 話番号、希望コー
スを明記

申込期限　6 月3 日必着
場所・申込・問合せ先　サービス
センターゆう 〒120 綾瀬1- 　34- 7

　3838- 3586

行つてみよう! ふれあい広場

ボランティアまつり

緑の季節、第6 回の「ボランティ
アまつりj を行います。皆さん、ぜ
ひ、おいでください。
日時　6 月7 日( 日) 、午前1〔X侍～
午後4 時
場所　西綾瀬ポランティアセンタ
ー、弘道小学校

内容　1 日ボランティアラリー、
櫻擬店、フラワーコーナー、バ
ザー、手作り講習会、福祉機器
の展示、車いすの試乗コーナー、
手話コーナー、相談コーナーな
ど
※ 6 月2 日から8 日まで、西綾瀬
ボランティアセンターで、福祉機
器展を行います。
問合せ先　西綾瀬ボランティアセ
ンタ一 西綾瀬4- 5- 6( 弘
道小学校前) 　3880 ―8510

青 年セ ンタ ー の 催 し
地球環境セミ ナー/

第1 回地球環境の危機と
私たちの暮らし

地球規懊で進む環境破壊への 対
応が求められています。私たちも
この問題に深くかかわるものとし
て、どのように行動すればよいの
かを考えます。
日時　6 月9 日( 火八 午後7 時 ～
9 時

※ なお 、5 月28日( 木) 、午後7 時
～9 時に 事前学習会を行い ます。
希望する方はご参加ください。
定員　青年男女40人( 先籥順)
申込方法　電話

連続講座/
世界と出会う 第1 回

今、世界はどのように動き、日
本はどう勳いているのか、最新の

情報とその背景についてお伝えし
ます。
日時　6 月11日( 木) 、午後7 畤～
9時

講師　柴田敬三氏( ほんの木代表
取締 役)

定員　ぶ年男女40人( 先着順)
申込方法　電話
※ 年間 会貝も募集中です。くわし
くは。お問い合わせください。

子育て講演会/
子どもとアレ ルギー

日時　6 月10日(
■
水) 、午前】ほ侍～

正午
定員　40人
申 込方法　当 日直接会場へ
※ お子さん連れの場合、保育を行
います。お問い 合わ甘ください。

いずれも
費用　無料
場所・申込・問合せ先　青年セン
ター 　3890- 0061

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所本庁舎(干住) 1 階区民相談室

所 在 地　千住1- 4- 18 　3882- 1111 ㈹
困ったことや心 配なことがありましたら 、お気軽にご利用く ださい( 無料・秘密厳守)

RECYCLE　PAPER
- 森林資源を大切に-

S. Se. N. 240, 000


